
秋は，お米や大豆，里いもなど，昔から日本人の食生活に欠かすこと
のできない作物が収穫を迎える季節です。また，漢字で「秋刀魚」と書
くサンマをはじめ、サケ，サバ，カツオなどの魚は，秋になると脂が
のっておいしくなります。
秋の実りや自然の恵みに感謝し，旬の食べ物をおいしく

いただきましょう。
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６日（金）「ラグビーワールドカップ（アルゼンチン）」

ラグビーワールドカップ2023が，フランスで行われています。日
本は，８日に「アルゼンチン代表」と戦います。アルゼンチンの公用
語はスペイン語，食文化にはイタリアの影響がみられ，パスタやピザ
といったイタリア料理が日常的に食べられています。また，家庭でも
外食でも牛肉料理をよく食べます。給食では，アルゼンチン料理の
「エンパナーダ」や「ロクロ」を作ります。お楽しみに！

２６日（木）「柿の日」

秋の果物の代表ともいえる柿は，昔話の『さるかに合戦』にも
登場するなど，日本で古くから親しまれてきました。大きく「甘
柿」と「渋柿」に分けられ，全国各地でさまざまな品種が栽培さ
れています。柿は果物の中でも栄養価が高く，ビタミンＣやβカ
ロテン，カリウムなどが多く含まれ，生活習慣病予防に役立つ食
べ物です。給食では，「柿の酢の物」を作ります。

３１日（火）「ハロウィン」

ハロウィンは，古代ヨーロッパに暮らしていた原住民ケルト人の収穫祭と，キ
リスト教の祭日「万聖節」の前夜祭が結びついて生まれた行事です。この日に亡
くなった人の霊が家に帰ってくると信じられており，一緒にやってきた悪い霊を
追い払うため，「ジャック・オ・ランタン（お化けかぼちゃ）」を作り，お化け
や魔女などの仮装をするようになりました。給食ではハロウィンにちなんで，か
ぼちゃを使ったパンプキンケーキを作ります。

２７日（金）「十三夜」

十五夜の１ヶ月後は「十三夜」といって，月を愛でる風習がありま
す。この「十三夜」は日本だけの風習で，昔の人は「十五夜」を見た
ら「十三夜」も見るものとしていたそうです。「十五夜」ではさとい
もなどをお供えするので「いも名月」とよばれますが，「十三夜」は
栗や豆をお供えするので「栗名月」，「豆名月」とよばれています。
給食では，栗ご飯とお月見団子を作ります。

１０日（火）「目の愛護デー」

10月10日は「目の愛護デー」です。10を横に倒すと，目とまゆの形に見
えることから制定されました。目の健康に関わる栄養素に「ビタミンＡ」が
あります。不足すると，暗い所で物が見えにくくなる「夜盲症」のほか，ド
ライアイや視力の低下を引き起こす恐れがあります。何かと目を使う機会の
多い現代に，意識してとりたい栄養素の一つです。給食でも目に良い食材の
にんじんやかぼちゃ，ほうれん草を取り入れた献立にしました。

皆さんは，どんな味が好きですか？ 食べたとき
に感じる味は「甘味・塩味・酸味・苦味・うま味」
という５つの基本味に分けられ，料理は，この基本
味の組み合わせによって，さまざまな味わいが生み
出されています。また，おいしさを感じるのは，味
だけでなく，料理の見た目，かんだときの音やかみ
ごたえ，口に入れたときの温度など，さまざまなこ
とが関係しています。食事のときは，それらを意識
して，よく味わって食べましょう。


